
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
（
学
校
運

営
協
議
会
制
度
）
は
、
学
校
と
地
域
住
民

な
ど
が
力
を
合
わ
せ
て
学
校
の
運
営
に
取

り
組
み
、
地
域
と
と
も
に
あ
る
学
校
へ
の

転
換
を
図
る
た
め
に
有
効
な
仕
組
み
で
、

当
市
で
は
令
和
６
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し

た
。

学
校
運
営
協
議
会
委
員
へ
協
議
会
の

在
り
方
や
事
例
紹
介
、
研
修
な
ど
実
施
さ

れ
、
運
営
委
員
の
理
解
が
得
ら
れ
た
か
。

１
回
目
の
協
議
会
で
、
学
校
運
営
協

議
会
の
在
り
方
を
説
明
し
、
８
月
に
学
校

運
営
協
議
会
委
員
及
び
小
中
学
校
教
員
を

対
象
に
講
師
を
招
き
研
修
会
を
実
施
し
た
。

９
割
が
「
理
解
で
き
た
」
と
回
答
し
た
。

地
域
と
学
校
と
の
連
携
、
調
整
役
の

学
舎
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
の
活
動
内
容
は
。 

学
校
運
営
協
議
会
事
務
局
と
地
域
学

校
協
働
活
動
推
進
員
を
兼
ね
て
い
る
。
事

務
局
と
し
て
は
、
協
議
内
容
の
検
討
や
資

料
作
成
、
会
議
報
告
書
作
成
、
他
学
舎

デ
ィ
レ
ク
タ
ー
と
の
情
報
共
有
な
ど
。
推

進
員
と
し
て
は
、
職
場
体
験
学
習
の
体
験

先
の
調
整
や
総
合
的
な
学
習
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
募
集
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

２
校
へ
学
校
地
域
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
を
配
置
し
た
が
経
過
と
成
果
は
。

学
校
が
必
要
と
す
る
地
域
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
と
の
連
絡
・
調
整
を
行
っ
て
い
る
。

来
年
度
も
課
題
や
業
務
内
容
を
明
確
に
し

た
う
え
で
配
置
の
拡
大
を
図
る
方
針
の
た

め
、
本
年
度
と
同
様
に
２
名
配
置
す
る
予

定
で
あ
る
。

学
舎
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
の

今
後
の
目
標
と
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

地
域
総
が
か
り
で
こ
ど
も
た
ち
を
育

て
て
い
く
こ
と
が
必
要
。
令
和
９
年
度
以

降
、
全
て
の
小
学
校
へ
の
地
域
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
の
拡
充
を
進
め
る
予
定
で
あ
り
、

こ
ど
も
た
ち
に
最
善
の
学
習
環
境
を
構
築

す
る
よ
う
努
め
て
い
く
。

　
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
で
２
０
４
０
年

の
電
源
構
成
は
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

導
入
割
合
を
40
％
か
ら
50
％
程
度
へ
と
導

入
拡
大
を
目
指
し
て
い
る
。

本
市
事
務
事
業
に
お
け
る
地
球
温
暖

化
防
止
計
画
策
定
以
降
の
取
組
は
。

ハ
ー
ド
事
業
で
は
、
市
立
総
合
病
院

な
ど
10
施
設
へ
太
陽
光
発
電
施
設
の
設
置
、

ソ
フ
ト
事
業
と
し
て
環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

シ
ス
テ
ム
・
エ
コ
ア
ク
シ
ョ
ン
21
の
認
証

を
39
施
設
で
取
得
し
、
省
エ
ネ
対
策
の
強

化
に
努
め
て
い
る
。

本
市
の
Ｆ
Ｉ
Ｔ
制
度
で
認
定
さ
れ
た

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
量
・
構
成

比
、
対
消
費
電
力
Ｆ
Ｉ
Ｔ
導
入
比
と
、
今

後
の
推
進
は
。

令
和
５
年
度
で
３
６
１
７
基
、
発
電

能
力
８
万
３
７
２
８
kWkW
で
、
構
成
比
は
太

陽
光
発
電
が
99
％
以
上
で
、
僅
か
だ
が
、

水
力
発
電
や
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
も
導
入
さ

れ
て
い
る
。
対
消
費
電
力
Ｆ
Ｉ
Ｔ
導
入
比

は
令
和
５
年
時
点
で
32
・
５
％
で
、
国
の

19
・
３
％
、
県
の
21
・
５
％
と
比
較
し
て

高
い
比
率
と
な
っ
て
い
る
。
導
入
推
進
に

つ
い
て
は
、
本
市
の
補
助
制
度
を
は
じ
め
、

国
や
県
の
支
援
制
度
の
周
知
に
努
め
る
。

な
お
、
国
の
制
度
で
は
今
年
度
後
半
か
ら
、

初
期
投
資
支
援
ス
キ
ー
ム
が
導
入
さ
れ
買

取
価
格
が
４
年
目
ま
で
１
kWhkWh
当
た
り
24
円

と
な
る
。

太
陽
光
パ
ネ
ル
廃
棄
処
分
に
係
る
技

術
の
進
展
状
況
は
。

主
に
リ
サ
イ
ク
ル
技
術
に
お
い
て
、

シ
リ
コ
ン
や
ガ
ラ
ス
、
金
属
部
品
を
分

離
・
再
利
用
す
る
方
法
が
開
発
さ
れ
て
お

り
、
国
や
県
、
本
市
で
は
、
不
要
と
な
っ

た
パ
ネ
ル
の
適
正
な
処
分
に
つ
い
て
広
く

周
知
に
努
め
て
い
る
。

一 般一 般

藤
原　
万
起
子
（
市
民
ネ
ッ
ト
）

藤
原　
万
起
子
（
市
民
ネ
ッ
ト
）

地
域
と
共
に
育
つ
学
校
と
は

菊川市の再生可能エネルギー施設

一 般一 般

山
下　
修
（
み
ど
り

山
下　
修
（
み
ど
り
2121
））

地
球
温
暖
化
対
策
と
再
エ
ネ
普
及

菊川市議会だより 議会のひろば　11


